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訪問薬剤管理指導へのリハビリ専門職へのアンケート調査 

研究分担者 伊藤 直樹 国立長寿医療研究センターリハビリテーション科部 統括管理士長 

 

研究要旨 

訪問薬剤管理指導に対するリハビリテーション専門職と薬剤師との情報共有に関するア

ンケート調査の報告をする。対象は、日本訪問リハビリテーション協会ならびに愛知県訪

問リハビリテーション協議会の会員とし、WEBによるアンケート調査を行った。128 件（理

学療法士 79 件、作業療法士 36件、言語聴覚士 13件）の回答を得た。服薬に関する患者

からの相談に困ったり、服薬管理における他職種連携の必要性は感じているが、実際に直

接薬剤師と情報交換したことがあるものは 33.6%に留まった。薬剤師からの積極的な情報

共有を望む声も高いことから、退院時カンファレンスやサービス担当者会議、また、地域

での他職種交流会などへの薬剤師の積極的な参加を通して、さまざまな場面での連携強

化を図るべきである。 

A．研究目的 

 地域在住高齢者に関するポリファーマシーへの

対策は、多職種による情報共有が非常に重要であ

る。リハビリテーション専門職にとっても、フレイ

ルの予防・改善という観点から非常に重要なテー

マである。しかし、リハビリテーション専門職の教

育課程においてポリファーマシーに関する教育は

ほとんどされていないのが現状である。 

本研究は、訪問薬剤管理指導を実施している

保険薬局、病院薬剤部に勤務する薬剤師及び、訪

問薬剤管理指導を実施している保険薬局、病院

薬剤部から情報提供を受けたことのある施設の

多職種（医師・歯科医師・看護師・ケアマネジャ

ー・介護士・ホームヘルパー・医療ソーシャルワ

ーカー・作業療法士・理学療法士・言語聴覚士・

管理栄養士）を対象としたアンケート調査、なら

び介護施設（特に介護老人保健施設及び介護医

療院）に所属する薬剤師もしくは、介護施設に関

わる薬剤師を対象にアンケート調査を行い、情

報提供を行う際の様式案の作成を行うための基

礎資料とすることを目的とする。 

本報告書では、訪問薬剤管理指導に対するリハ

ビリテーション専門職と薬剤師との情報共有に関

するアンケートでの実態調査に関する報告をする。 

 

B．研究方法 

 在宅医療に関わるリハビリテーション専門職

（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）に対する

アンケート調査を行った。対象は、日本訪問リハビ

リテーション協会ならびに愛知県訪問リハビリテ

ーション協議会の会員とし、Web サイトへの掲載と

メールでアンケートの URL・QRコードを配布した。

アンケートは電子入力対応とした。 

 回答されたアンケートから、理学療法士、作業

療法士、言語聴覚士の回答分を抽出し、各項目に

おける療法ごとの人数から割合を算出した。自由

記述については、ユーザーローカルテキストマイ

ニングツール（https://textmining.userlocal.jp/） 

を用いて分析した。 
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（倫理面への配慮） 

アンケート調査においては無記名で行ったため、

個人が識別可能なデータは取り扱わないため特別

な倫理的配慮は必要ないと考える。また、本調査は

国立長寿医療研究センター倫理・利益相反委員会

の承認を得て実施した。 

 

C．研究成果 

理学療法士 79件、作業療法士 36 件、言語聴覚士

13 件の合計 128 件の回答を得た。年齢は 30 歳代、

職種経験年数は 5〜9 年、訪問経験年数は 5年未満

が最も多かった。所属先は訪問看護ステーション、

病院の順で多かった（図 1）。 

 

図 1. 対象者の属性 

 

訪問薬剤管理指導に関する情報提供を閲覧した

ことがあるのは、28.9%であった。また、訪問薬剤

管理指導において薬剤師が行っている業務を把握

しているのは 37.5%であった（図 2）。 

 

図 2．訪問薬剤管理指導料の閲覧と薬剤師の業務把握 

 

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が服薬や薬剤

に関する業務をおこなっている割合は 51.6%であ

り、その内容として生活状況の聞き取り、内服実施

の確認、残薬確認が多かった。また、薬剤師が訪問

指導に入っていることを知らずに困った経験があ

るかの質問に対しては、96.9%が困ったことは「な

い」と回答した。患者からの薬剤に関する問い合わ

せで困ったことも 64.1%が「ない」と回答した（図

3）。また、患者からの問合せで困ったことについて

テキストマイニング解析した結果、服薬や副作用

などのワードの出現頻度が高かった（図 4）。 

 

図 3．薬剤に関する業務や問い合わせ 

 

 

図 4．患者からの問い合わせでの困りごとに関する

自由記載テキストマイニング 

  

薬剤師と直接情報交換をしたことがあるものは

33.6%と低く、お薬手帳についても月 1回程度確認

することが多いが、全く確認しないものも 17.2%い

た。一方で、服薬管理において他職種連携は必要か

という問いに対しては 99.2%が必要と回答した。そ

の理由をテキストマイニング解析した結果、服薬
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に関する項目が頻出語として抽出された薬剤師か

らの患者に関する問い合わせについては、94.5%が

「ない」と回答した（図 5、図 6）。 

 

図 5．薬剤に関する情報交換と情報収集 

 

図 6．服薬管理における多職種連携の必要性に関す

る自由記載テキストマイニング 

 

 内服調整に合わせた運動機能や認知機能の評価

を行ったことがあるかの問いに対しては、51.6%が

「ある」と回答した。現状の情報共有ツールとして

最も多かったのは「電話」、ついで「FAX」であった。

しかし、今度どのような共有ツールが便利かとの

問いには「専用アプリ」が最も多かった（図 7）。 

 

図 7．評価と情報共有ツール 

 

 

 退院時カンファレンスやサービス担当者会議に

薬剤師が出席していたことがあるかの問いに対し

て、73.5%が「いいえ」もしくは「わからない」と

回答した。他職種交流会や事例検討会、研修会の場

にも 72.7%がネガティブな回答であった（図 8）。 

 

図 8．カンファレンスや担当者会議への出席 

 

 薬剤師と連携することに対する心理的な障壁に

関しては、71.9%がないと回答した。一方で、薬剤

師と連携することに対して不足している項目に

「担当の薬剤師を知らず連絡できない」や「同じ時

間で訪問することができない」という回答が多か

った。必要性を感じないなどのネガティブな回答

はほとんどなかった。今後薬剤師からの積極的な

情報提供を望むかとの問いには、望まないと回答

したものはいなかった（図 9）。 

 

図 9．薬剤師との連携による心理的障壁と今後の希望 
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 今回、アンケートに回答した理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士の訪問経験年数は、5年未満が 50%

を占めていたが、職種の経験年数は 5年以上が 90%

を占めていた。 

 薬剤師が行っている業務内容や薬剤に関する情

報を把握しているものは半数以下であったが、実

際の臨床の場面では、内服実施の確認や残薬の確
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認など服薬や薬剤に関する業務を半数以上が行な

っていた。服薬に関する患者からの相談に困った

り、服薬管理における多職種連携の必要性は感じ

ているものの、実際は直接薬剤師と情報交換した

ことがあるものは 33.6%と低く、現実と理想のギャ

ップが大きい結果となった。薬剤師からの相談や

問い合わせを受けたこともほとんどないことから、

双方が顔の見える関係づくりをすることが患者の

利益のためには必須である。また、担当薬剤師を知

らないため連絡できないという回答もあったこと

から、退院時カンファレンスやサービス担当者会

議、また、地域での他職種交流会などへの薬剤師の

積極的な参加が望まれる。薬剤師と連携すること

に対する心理的な障壁を感じているものは 28%と

少なく、薬剤師からの積極的な情報共有を望む声

も高いことから、さまざまな場面での連携強化を

図るべきである。 

最後に、情報共有するためのツールの活用促進

は必須である。現状では、電話や FAXを用いている

ことが多いが、コロナ禍において、世の中の IT 化

は加速的に進んでいる。今回のアンケート結果か

らも、専用のアプリケーションの利便性について

言及されているが、医療・介護者間のみならず患者

も含めた双方向性で顔の見える体制を構築するこ

とで、必要な情報を必要なタイミングで得られる

ような工夫が望まれる。 

 

E．結論 

 今回のアンケート結果より、在宅診療における

多職種連携に関する問題点が明確になった。特に、

リハビリテーション専門職として内服実施の確認

や残薬の確認などの業務をおこなっていることが

わかった。より安全で正確な服薬管理をするため

にも、薬剤師との連携強化は必須である。 
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